
用語 各用語の説明

二酸化硫黄
（SO2)

　石炭や石油などの燃焼時に発生するほか、火山活動など自然界からも発生する。主要大気汚染物質
のひとつとして、また窒素酸化物とともに酸性雨の原因物質として知られる。二酸化硫黄による汚染大気
は呼吸器を刺激し、せき、ぜんそく、気管支炎などの障害を引き起こす。代表的な例として、1961年頃より
発生した四日市ぜんそくがあげられる。

一酸化窒素（NO）
二酸化窒素
（NO2）

窒素酸化物
（NOX）

　窒素酸化物は、ものの燃焼や化学反応によって生じる窒素と酸素の化合物で、主として一酸化窒素
（NO）と二酸化窒素（NO2）の形で大気中に存在する。　発生源は、工場・事業場、自動車、家庭等多種多
様である。発生源からは、大部分が一酸化窒素として排出されるが、大気中で酸化されて二酸化窒素と
なる。二酸化窒素は、高濃度で呼吸器に影響を及ぼすほか、酸性雨及び光化学オキシダントの原因物
質となるといわれている。

浮遊粒子状物質
（SPM）

　浮遊粉じんのうち、粒径10μm以下の粒子状物質のことをいい、発生源は工場のばい煙、自動車排出
ガスなどの人の活動に伴うもののほか、自然界由来（火山、森林火災など）のものがある。大気中に長時
間滞留し、高濃度で肺や気管などに沈着して呼吸器に影響を及ぼす。

微小粒子状物質
（PM2.5）

　浮遊粉じんのうち、粒径2.5μm以下の小さな粒子状物質のことをいい、ディーゼルエンジンや工場・事
業場での燃料の燃焼で大気中に排出される一次粒子と、排出ガス中の化学物質が大気中で反応生成し
てできる二次粒子とがある。ぜん息、気管支炎あるいはせき、ぜん鳴などの症状や動悸、呼吸数の増
加、不整脈、心臓発作などの症状の原因とされているほか、発がん性も懸念されている。微小粒子状物
質は、粒径がより小さいことから、肺の奥深くまで入りやすく健康への影響も大きいと考えられている。

光化学
オキシダント
（Ox）

　光化学オキシダントは、工場や自動車から排出される窒素酸化物、VOCを主体とする一次汚染物質
が、太陽光線の照射を受けて光化学反応を起こすことにより発生する二次的な汚染物質である。日差し
が強く、気温が高く、風が弱い日等に高濃度になりやすい。高濃度では、粘膜を刺激し、呼吸器への影響
を及ぼすほか、農作物など植物への影響も観察されている。

一酸化炭素
（CO）

　炭素を含む物質の不完全燃焼により生成する。環境中の主要な発生源は自動車排出ガスであるが、こ
の他に火災や喫煙中のタバコなどによっても発生し、体内に吸収される。　血液中のヘモグロビンと結合
して、酸素を運搬する機能を阻害するほか、温室効果ガスである大気中のメタンの寿命を長くすることが
知られている。

非メタン炭化水素
（NMHC）
メタン（CH4)
全炭化水素
（THC）

　非メタン化水素は、光化学オキシダントの原因物質。　炭素と水素からなる有機化合物（炭化水素）のう
ち、メタンを除くものの総称であり、揮発性有機化合物（VOC）の中の1グループである。一般環境中では
炭化水素の70～80％がメタンであり、これは人為的に発生する他に微生物等による自然発生的なものも
多く含まれる。また、メタンはオキシダント生成にはほとんど関与しない。非メタン炭化水素などの主な発
生源は、塗装工程、印刷工程などを持つ工場や事業場のほか、ドライ機を持つクリーニング店、ガソリン
スタンド、自動車などである。

風向（WD） 　風の吹いてくる方向。

風速（WS） 　風として空気が移動する速さ。

気温（TEMP） 　大気の温度。

環境用語の説明




